
 
ＪＩＣＡ草の根事業 「地域コミュニティの安心と安全向上のための災害リスク理解に基づく

防災力強化プロジェクト」 が完了しました (2018/6 - 2024/6） 

 
テーマ： コミュニティ防災、マレーシア、JICA 草の根事業 

 

2018 年６月から実施していたマレーシアにおける JICA 草の根事業（パートナー型）

「地域コミュニティの安心と安全向上のための災害リスク理解に基づく防災力強化プロジェ

クト」が 2024 年６月に完了しました。本来は 4 年のプロジェクトでしたが、新型コロナ

感染症の影響により、約１年半延長されました。 

本プロジェクトは、災害科学国際研究所（IRIDeS）の泉貴子教授（国際環境防災マネジ

メント研究分野）がプロジェクトマネージャーとなり、マレーシアのスランゴール州防災課、

市民防衛局、マレーシア工科大学との連携のもと、実施されました。 

マレーシアは、特に洪水と地滑りの被害が大きく毎年のように被害がでていましたが、 

防災対策は十分とはいえず、特に自治体やコミュニティの防災や災害リスクに関する知識や

理解を強化することが不可欠でした。プロジェクトでは洪水と地滑りの発生リスクの高い 

スランゴール州の４つの地域を対象とし、まずは自治体職員やコミュニティリーダーに防災

トレーナーとなるための研修を実施し、結果的に 112 名のトレーナーを養成しました。 

養成されたトレーナーたちは、その後、４つの対象地域において開催された防災ワークショ

ップにて講師として登壇しました。また、それぞれの対象地域でタウンウォッチングを開催

し、地域の災害リスクなどを住民自身が指摘し、リスク軽減のために何ができるかについて

議論しました。最終的に、それぞれの地域で、住民自身が防災活動を企画・実施することを

目的としていました。その結果、洪水対象の地域では、避難訓練実施、早期警報のメカニズ

ムの可視化、避難所地図作成、避難所サインボードの作成、コミュニティごみ拾い活動の 

実施などを住民が企画し、彼らが中心となって行いました。地滑り対象地域では、防災リソ

ースセンターの設置、地滑りモニタリングワークショップ、防災教育などを実施しました。 

こうした活動をマレーシア全土に共有するために、活動の最後に総括シンポジウムが開催

されました。シンポジウムでは、特に、本プロジェクトで中心的役割を担った各対象地域の

コミュニティリーダーたちがプロジェクトを通して学んだこと、今後どのように防災活動を

継続していくかなどについて発表しました。その中で彼らは、「防災に関する意識が高まり、

その重要性を認識した」、「災害リスクを理解するために科学的データが役だった」、「最初は

一時的防災活動への支援と思って参加したが、最終的には我々がその防災活動の担い手・ 

オーナーシップを持つことができた」、「政府や自治体の防災関係者とのネットワークを築く

ことができた」などの経験を共有しました。主な成果としては、１）防災活動を継続する 

体制・メカニズムが構築された（州政府がこのプロジェクトをプロジェクトの対象地域以外

でも実施するために防災予算を計上し、継続プロジェクトをこのプロジェクトのパートナー

であったスランゴール州防災課が担うこととなった）、２）住民の防災への意識が格段に 

上がった、３）住民と政府の防災機関のネットワークが構築され、連携が可能となったなど

があげられます。プロジェクトを通して「防災」の意識を根付かせること、また防災活動の

実施・継続は短期間では達成できないことを実感するとともに、ある程度の期間をかけて 

住民やコミュニティリーダー、自治体、政府とともに活動することが重要であることをあら

ためて認識しました。活動報告やビデオなど、本プロジェクトに関する様々な資料は以下の

ＨＰから入手可能です：https://jppsedar.net.my/ 

 

文責：泉貴子（国際環境防災マネジメント研究分野） 

（次頁へつづく） 

https://irides.tohoku.ac.jp/
https://jppsedar.net.my/


 

リスク報告書のハンドオーバー リスクコミュニケーションワークショップ 

タウンウォッチング 早期警報ワークショップ 

 

 

総括シンポジウム 

 

州政府へのプロジェクトハンドオーバー 

 

早期警報に関する情報 避難所ロケーションマップ 
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